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生

入

 

ク
交
通
安
全
教
ず
 

実
 
施
 
さ
 
る
4
 

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
 

の
四
月
十
三
日
、
金
田
小
学
校
 

の
校
庭
で
新
入
学
児
童
を
対
象
 

と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
開
か
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
安
全
教
室
は
金
田
町
交
 

通
安
全
婦
人
部
会
（
小
野
ト
メ
 

子
会
長
）
の
主
催
で
毎
年
行
な
 

っ
て
い
る
も
の
で
金
田
小
学
校
 

の
新
一
年
生
百
ト
七
人
と
父
兄
 

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
 

新
入
学
児
童
た
ち
は
、
体
育
 

館
で
田
川
署
交
通
巡
視
員
の
お
 

姉
さ
ん
た
ら
か
ら
紙
芝
居
、
手
 

品
、
ク
ィ
ズ
等
で
指
導
を
受
け
 

た
あ
と
、
校
庭
で
実
地
勉
強
、
 

ミ
ニ
信
号
機
や
横
断
歩
道
踏
切
 

を
使
っ
て
正
し
い
横
断
の
仕
方
 

や
道
路
の
歩
き
方
を
習
い
、
 

「 

こ
れ
か
ら
毎
日
交
通
ル
ー
ル
を
 

正
し
く
守
っ
て
通
字
し
ま
す
」
 

と
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
婦
人
部
会
で
は
、
 

四
月
七
日
の
小
学
校
人
学
式
に
 

於
て
子
供
の
交
通
安
全
を
願
い
 

新
入
学
児
全
員
に
 
『
黄
色
い
帽
 

子」 

を
贈
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
 

バ
ー
の
皆
さ
ん
、
黄
色
い
帽
子
 

を
見
た
ら
安
全
運
転
に
特
に
注
 

意
を
す
る
様
お
願
い
致
し
ま
す
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△
端
午
の
節
句
V
 

『
端
」
 

と
い
う
の
は
、
は
じ
 

め
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
端
 

午
と
い
え
ば
、
月
の
は
じ
め
の
 

午
（
う
ま
）
の
日
と
い
う
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
正
月
の
異
称
を
 

端
月
と
い
い
ま
す
の
で
、
必
ら
 

ず
し
も
五
月
の
は
じ
め
の
午
の
 

日
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
 

よ
う
で
す
が
、
中
国
伝
来
の
行
 

事
の
こ
と
で
す
か
ら
、
漢
代
以
 

後
そ
れ
に
な
ら
つ
て
五
月
五
日
 

と
き
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
J
 

中
国
で
は
「
五
H
は
俗
に
悪
月
 

と
称
し
、
多
く
林
・
薦
席
を
曝
 

す
を
禁
忌
し
、
屋
を
蓋
う
を
忌
 

む
」
と
い
っ
て
、
五
月
に
屋
根
 

の
修
理
な
ど
す
る
と
頭
が
は
げ
 

る
と
い
っ
た
り
、
と
く
に
こ
の
 

日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
成
 

長
し
て
か
ら
父
母
を
殺
す
と
い
 

っ
た
迷
信
が
あ
っ
て
、
そ
の
厄
 

災
を
は
ら
う
た
め
の
行
事
で
し
 

た。 我
が
国
に
伝
わ
っ
た
の
は
奈
 

良
時
代
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
 

入
っ
て
か
ら
端
午
の
節
会
（
せ
 

ち
え
）
は
尚
武
の
催
し
と
し
て
 

幕
府
の
年
中
行
事
の
ー
つ
に
数
 

亡 

『手を上げて左右をよく見て渡ろうね』 
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ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

こ
の
日
、
諾
大
名
は
江
戸
に
出
 

仕
し
て
将
軍
に
祝
賀
を
述
べ
、
 

ち
ま
き
や
柏
も
ち
を
献
じ
た
の
 

が
習
わ
し
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

と
く
に
武
家
社
会
で
は
家
督
 

相
統
の
遺
風
か
ら
嗣
子
の
誕
生
 

を
喜
び
、
誕
生
後
、
は
じ
め
て
 

の
節
句
に
は
武
者
人
形
を
飾
っ
 

て
祝
い
、
七
才
以
下
の
男
の
子
 

の
あ
る
家
で
は
コ
イ
ノ
ポ
リ
を
 

立
て
て
喜
び
を
表
わ
し
た
も
の
 

で
す
。
端
午
の
節
句
は
尚
武
の
 

催
し
を
す
る
の
が
習
わ
し
で
す
 

か
ら
、
ど
う
し
て
も
武
張
っ
た
 

も
の
が
多
く
、
月
の
ヒ
ナ
人
形
 

と
ち
が
っ
て
、
武
者
人
形
は
神
 

功
皇
后
、
武
内
宿
弥
、
鐘
埴
、
 

金
太
郎
な
ど
の
ほ
か
に
、
太
刀
 

や
ョ
ロ
ィ
、
カ
プ
ト
と
い
っ
た
 

武
骨
な
も
の
ば
か
り
で
ず
。
 

5
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
名
皐
月
（
さ
つ
き
）
苗
を
植
え
る
月
 

早
苗
月
を
ち
じ
め
て
五
月
を
皐
月
と
い
う
 

1
 

日
 

メ
ー
デ
ー
 

11 

・ 12 
日
 
三
種
混
合
の
予
防
接
種
 

14 

日
 
母
の
日
 

19 

日
 
乳
児
検
診
 

21 

日
 
町
民
体
育
大
会
 

24 

日
 
心
配
ご
と
相
談
日
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八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

こ
ど
も
の
日
 

コ
イ
ノ
ボ
リ
も
む
か
し
は
家
 

の
定
絞
を
染
め
ぬ
い
た
り
、
鐘
 

植
の
絵
を
描
い
た
り
し
た
よ
う
 

で
す
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
 

「
鯉
」
の
形
に
染
め
あ
げ
た
も
 

の
で
、
川
の
水
を
形
ど
っ
た
五
 

色
の
吹
き
流
し
と
と
も
に
立
て
 

ま
す
。
 

軽 自 動 車 税 

納期限 5 月31日 

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
（
小
学
校
体
育
館
）
 

愛
鳥
週
間
 



報
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

町
 

田
 

員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
 

議
 
会
 
だ
 

よ
 

り
 

1
、
昭
和
五
十
三
年
第
一
回
定
 

例
町
議
会
が
、
昭
和
五
十
三
年
 

三
月
十
四
日
日
本
町
議
会
議
事
 

堂
に
招
集
さ
れ
、
九
日
間
の
会
 

期
に
よ
り
諸
議
案
が
慣
重
審
議
 

さ
れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

0
議
案
第
1
号
 
金
田
町
同
和
 

地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
 

例
に
つ
い
て
《
原
案
可
決
》
 

e
議
案
第
2
号
 
金
田
町
職
員
 

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
第
3
号
 
特
別
職
の
職
 

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

金
o
 に

つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

議
案
第
4
号
 
金
田
町
国
民
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昭和53年5月1日 金 田 町 

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
っ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

日
議
案
第
5
号
 
田
川
地
区
斉
 

場
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
 

っ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
6
号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
一
七
、
七
四
四
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

日
議
案
第
7
号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
 

議
 

会
 

事
 

務
 

局
 

号） 

に
つ
い
て
、
補
正
額
一
 

四、 

一
九
九
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

。
議
案
第
8
号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
補
正
予
算
（
第
4
号） 

に
つ
い
て
、
補
正
額
一
、
七
 

六
九
千
円
 
《
原
案
可
決
》
 

④
議
案
第
9
号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

補
正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
 

い
て
、
補
正
額
三
、
二
九
七
 

千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
 10 

号
 
昭
和
五
十
一
一
 

年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
宅
 

新
築
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
 

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
 

つ
い
て
補
正
額
二
九
、
〇
〇
 

三
千
円
の
減
額
【
「
H
h
」瞥 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
 11 

号
 
昭
和
五
十
一
1
1
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
予
算
 

に
つ
い
て
、
予
算
総
額
三
、
 

九
二
三
、
入
三
七
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

●
議
案
第
昭
号
 
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
川
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
 

予
算
額
一
三
二
、
ニ
〇
」
手
 

円
 

《
原
案
可
案
》
 

O
議
案
第
招
号
 
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
 

額
二
一
、
七
七
一
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
 14 

号
 
昭
和
五
十
ll1 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
 15 

号
 
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
宅
 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
 

額
三
六
七
、
五
二
五
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

①
議
案
第
 16 

号
 
金
田
町
廃
棄
 

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
 17 

号
 
金
田
町
簡
易
 

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
 18 

号
 
町
道
の
認
定
 

に
つ
い
て
 
《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
 19 

号
 
町
道
の
変
更
 

認
定
に
っ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

◆
意
見
書
の
審
議
 

①
日
中
平
和
友
好
条
約
促
進
 

に
関
す
る
意
見
書
（
決
定
）
 

②
米
の
生
産
調
整
と
農
業
再
 

建
に
関
す
る
意
見
書
（
決
 

定） 

⑧
地
方
行
財
政
の
抜
本
的
改
 

革
に
関
す
る
意
見
書
（
決
 

定） 

◆
請
願
書
の
審
議
 

①
水
い
 

川
再
編
対
策
に
よ
 

行
楽
期
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
 

田
 

『
 

川
 

『
あ
わ
て
る
な
ノ
・
 

そ
の
イ
ラ
イ
ラ
が
 

事
故
の
も
と
』
 

（
運
転
者
向
け
）
 

『
待
ち
ま
し
よ
う
 

あ
な
た
の
足
よ
り
 

車
は
速
い
』
 

（
歩
行
者
向
け
）
 

『
急
ぎ
ま
せ
ん
 

飛
び
出
し
ま
せ
ん
 

ふ
ざ
け
ま
せ
ん
』
 

（
子
ど
も
向
け
）
 

O
自
動
車
運
転
者
に
対
し
て
 

守
っ
て
い
ま
す
か
。
交
通
ル
 

ー
ル
を
守
り
、
他
人
に
対
す
 

る
思
い
や
り
運
転
が
で
き
る
 

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
あ
な
 

た
の
人
柄
が
問
わ
れ
ま
す
。
 

o
あ
な
た
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
 

か
？
ち
よ
っ
と
休
ん
で
い
き
 

ま
し
よ
う
。
過
労
運
転
を
避
 

け
、
安
全
運
転
に
努
め
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
レ
ジ
ヤ
ー
も
楽
 

し
く
快
適
な
も
の
と
な
り
ま
 

す。 o
「
ま
ず
点
検
、
心
に
安
心
 

身
に
安
全
」
。
 
レ
ジ
ヤ
l
出
 

助
 

発
前
に
は
必
ら
ず
仕
業
点
検
 

走
行
計
画
な
ど
を
充
分
検
討
 

し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
走
行
 

し
よ
う
。
 

e
歩
行
者
に
対
し
て
 

・
目
だ
っ
て
い
ま
す
か
、
あ
な
 

た
の
姿
。
運
転
者
か
ら
見
え
 

や
す
い
、
明
る
い
目
だ
っ
た
 

色
の
も
の
を
身
に
つ
け
る
こ
 

と
は
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
 

る
生
活
の
知
恵
で
す
。
 

o
急
ぐ
気
持
ち
が
事
故
を
招
き
 

ま
す
。
道
路
の
横
断
は
横
断
 

歩
道
な
ど
の
安
全
施
設
を
利
 

用
し
ま
し
よ
う
。
 

●
家
庭
に
対
し
て
 

お
母
さ
ん
の
交
通
安
全
に
対
 

す
る
関
心
と
取
り
組
み
が
家
 

族
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
 

す。 

o
疲
れ
て
い
る
時
や
酒
を
飲
ん
 

で
い
る
家
族
に
運
転
を
さ
せ
 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

o
幼
児
の
道
路
で
の
】
人
遊
び
 

警
 

察
 

署
 

は
さ
せ
な
い
で
、
保
護
者
の
 

目
が
届
く
と
こ
ろ
で
遊
ば
せ
 

ま
し
よ
”
つ
。
 

0
子
ど
も
に
対
し
て
 

・
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
ま
す
 

る
米
の
生
産
調
整
面
積
の
 

撤
回
に
つ
い
て
の
請
願
（
 

採
択
）
 

②
高
令
者
の
生
活
を
守
る
請
 

願
書
（
採
択
）
 

③
住
民
の
い
の
ち
と
暮
し
に
 

関
す
る
請
願
書
（
採
択
）
 

◆
陳
情
書
の
審
議
 

①
清
掃
料
金
（
じ
ん
か
い
収
 

集
手
数
料
）
の
改
正
に
つ
 

い
て
（
採
択
）
 

②
清
掃
料
金
（
し
尿
収
集
手
 

数
料
）
の
改
正
に
「
一
い
て
 

産
業
経
済
民
生
委
員
会
に
 

付
託
（
継
続
審
査
）
 

2
、
昭
和
五
十
三
年
第
二
回
臨
 

時
町
議
会
が
昭
和
五
十
三
年
三
 

月
三
十
一
日
、
本
町
議
会
議
事
 

堂
に
於
て
招
集
さ
れ
、
 
一
日
間
 

の
会
期
に
よ
り
次
の
議
案
が
慎
 

重
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
 

議
案
第
 20 

号
工
事
請
負
契
約
 

の
締
結
に
つ
い
て
 

⑥
尚
、
開
議
に
先
立
ち
、
去
る
 

三
月
二
十
四
日
、
病
に
よ
り
逝
 

去
せ
ら
れ
ま
し
た
、
故
中
村
正
 

議
員
に
対
し
衰
悼
の
弔
意
を
表
 

す
る
た
め
「
一
分
間
の
黙
棒
」
 

を
行
い
、
長
年
に
わ
た
り
本
町
 

議
会
議
員
と
し
て
町
改
発
展
の
 

た
め
多
大
の
功
績
を
立
て
ら
れ
 

た
こ
と
に
対
し
、
議
会
議
決
を
 

も
っ
て
『
衷
悼
議
決
」
を
行
い
 

ま
し
た
。
 

衷
 
悼
 
議
 
決
 

金
田
町
議
会
議
員
中
村
正
 

氏
は
病
に
よ
り
逝
去
せ
ら
 

れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
痛
 

惜
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

こ
こ
に
金
田
町
議
会
の
議
 

決
を
以
っ
て
謹
ん
で
衷
悼
 

の
意
を
表
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
 

十
一
日
 金

田
町
議
会
 

⑥
土
木
叙
害
委
員
長
、
中
村
正
 

氏
死
亡
に
よ
り
委
員
長
欠
員
の
 

た
め
委
員
会
に
於
て
互
選
の
結
 

果
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
選
 

任
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

土
木
鉱
害
委
員
長
 
木
戸
幸
義
 

土
木
鉱
害
副
委
員
長
中
島
 
力
 

保
険
納
付
が
困
難
な
人
は
 

免
 
除
 
申
 
請
 
を
 

国
民
年
金
で
は
厚
生
年
金
保
 

険
や
、
共
済
組
合
の
加
入
を
除
 

き
、
す
べ
て
の
人
を
加
入
対
象
 

に
し
て
い
ま
す
の
で
中
に
は
無
 

職
、
無
収
入
の
人
な
ど
保
険
料
 

を
納
め
る
余
裕
の
な
い
人
も
含
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
国
民
年
金
に
は
、
他
 

の
年
金
制
度
に
な
い
 
「
保
険
料
 

の
免
除
制
度
』
を
も
う
け
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
保
険
料
免
除
は
国
民
年
 

金
に
必
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
（
強
制
加
入
被
保
 

か
？
道
路
で
遊
ん
だ
り
、
急
 

に
道
路
に
飛
び
出
し
た
り
し
 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

日
高
校
生
に
対
し
て
 

o
高
校
生
ラ
イ
ダ
ー
の
み
な
さ
 

ん
、
自
己
の
運
転
技
量
を
過
 

信
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
一
一
 

輪
車
を
遊
び
の
道
具
と
考
え
 

て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
気
持
 

ち
が
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

五
 
月
 
詠
 
草
 

講
師
 
友
清
隆
雄
 

宮
本
 
徳
忠
 

人
の
世
は
一
幕
き
り
の
芝
居
 
海
の
家
に
世
話
せ
し
子
等
の
 

な
り
 

通
夜
に
集
へ
る
汝
が
 

一
人
か
 

出
稼
先
よ
り
年
賀
 

友
の
あ
れ
こ
れ
 

を
呉
れ
ぬ
 

小
野
ト
メ
子
 

福
原
 
照
子
 

店
頭
に
青
き
み
か
ん
の
並
べ
 

雪
ふ
り
し
ひ
ろ
き
田
圃
を
な
 

あ
り
 
吾
子
の
三
十
三
年
忌
 
が
め
い
れ
ば
 
心
の
動
揺
い
 

の
近
づ
く
を
知
る
 

つ
し
か
消
え
ぬ
 

室
 

‘ーョ 

在
り
し
日
に
夫
の
使
ひ
し
古
 

机
向
ひ
て
居
れ
ば
お
も
ひ
で
 

深
し
 

阿
部
 
重
宏
 

新
藁
の
匂
ひ
香
ぐ
は
し
き
太
 

し
め
 

き
注
連
い
ま
高
々
と
鳥
居
に
 

掲
ぐ
 

前

原

一

栄

 

方
形
の
窓
よ
り
拓
け
ゆ
く
視
 

野
に
 
鷹
取
山
は
病
み
て
遠
 

か
り
 

藤
本
 
唯
彦
 

削
ら
れ
て
岩
肌
と
が
る
香
春
 

岳
霧
の
し
き
り
に
流
れ
晴
れ
 

ゆ
く
 

並
川
 

君
子
 

さ
ら
き
ら
と
朝
日
に
光
る
雪
 

ど
け
の
道
 
チ
エ
ン
の
音
の
 

み
高
く
響
け
り
 藤

林
 
俊
信
 

バ
ツ
ク
ミ
ラ
ー
に
写
り
し
タ
 

日
消
え
去
れ
ば
 

ハ
ン
ド
ル
 

越
し
に
お
ぼ
ろ
月
見
ゆ
 

高
木
美
代
子
 

手
術
日
の
知
ら
せ
を
受
け
て
 

み
仏
に
離
り
住
む
子
の
無
事
 

を
祈
り
ぬ
 

菊
池
 

一
枝
 

八
十
路
こ
す
母
の
手
を
取
り
 

し
み
じ
み
と
お
礼
の
言
葉
申
 

し
述
べ
た
し
 

一
 
一
 

国
 
民

年

金

 係
 

険
者
）
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
 

で
 

O
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
 

母
子
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
 

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
 

助
を
受
け
て
い
る
人
 

田
国
立
ら
い
療
養
所
等
に
収
容
 

さ
れ
て
い
る
人
 

は
、
届
出
す
る
だ
け
で
免
除
さ
 

れ
ま
す
。
 

一

 

法
 
定
 
免
 
除
 

ま
た
 

0
所
得
が
少
ン
 

一
 

ま
す
。
 

日
大
型
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
 

な
ど
に
対
し
て
 

o
運
転
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
 

・
構
造
上
の
死
角
、
内
輪
差
 

が
生
じ
る
こ
と
を
再
認
識
 

し
ま
し
よ
う
。
 

・
左
折
時
は
特
に
、
早
め
に
 

合
図
を
し
た
の
ち
確
実
に
 

左
側
の
安
全
確
認
を
行
い
 

ま
し
よ
・
つ
。
 

・
巻
き
込
み
防
止
装
置
（
セ
 

イ
フ
テ
ィ
・
ァ
イ
、
大
型
 

特
殊
ミ
ラ
ー
な
ど
）
を
取
 

り
付
け
ま
し
よ
う
。
 

※
各
警
察
署
で
は
、
三
月
十
六
 

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
 

の
間
に
大
型
貨
物
の
運
転
者
 

に
対
す
る
特
別
講
習
を
実
施
 

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
 

の
で
、
全
員
受
講
し
て
下
さ
 

い。 

e
教
育
扶
助
（
医
療
扶
助
を
受
 

け
て
い
る
人
 

田
病
気
、
災
害
な
ど
で
保
険
料
 

納
付
が
困
難
な
人
な
ど
は
、
 

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
 

が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
 

合
、
四
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
 

で
の
一
年
分
の
保
険
料
免
除
を
 

受
け
る
た
め
に
は
毎
年
七
月
三
 

十
一
日
ま
で
に
申
請
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
 

要
で
す
。
 

一

 

申
 
請
 
免
 
除
 

一

 

国
民
年
金
保
険
料
が
今
年
の
 

四
月
か
ら
月
額
二
、
七
三
〇
円
 

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
活
 

が
苦
し
い
か
ら
と
い
っ
て
保
険
 

料
を
滞
納
し
、
ま
た
免
除
の
手
 

続
き
も
し
な
い
で
い
き
ま
す
と
 

歳
を
と
っ
て
か
ら
の
老
齢
年
金
 

は
勿
論
、
万
一
の
事
故
の
と
き
 

力
ギ
か
け
て
 

無

事

な

留

 

『
侵
入
盗
』
は
、
相
手
し
だ
い
 

で
居
直
っ
た
り
、
婦
女
子
と
み
 

れ
ば
司
暴
し
た
り
、
凶
悪
犯
に
 

変
わ
る
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
な
 

ド
ロ
ボ
ウ
で
す
。
次
の
こ
と
に
 

＋
分
注
意
し
被
害
に
か
か
ら
な
 

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

の
泊
ま
り
が
け
で
家
を
留
守
に
 

す
る
場
合
は
、
毎
日
配
達
さ
 

れ
る
新
聞
、
牛
乳
な
ど
は
近
 

所
に
取
り
入
れ
を
頼
ん
で
お
 

く。 

②
ち
よ
っ
と
で
も
留
守
に
す
る
 

と
き
、
又
は
就
寝
す
る
前
に
 

は
、
戸
締
り
が
完
全
で
あ
る
 

か
ど
う
か
、
も
う
一
度
確
め
 

る。 

⑧
出
か
け
る
と
き
は
、
隣
の
人
 

筑
豊
地
区
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

大

会

開

催

さ

る

ク

 

金
 
田
 
町

中

央

公

民

 館
 

と
き
 

昭
和
 53 

年
3
月
 26
 

日
 

場
所
 
直
方
市
体
育
館
 

金
田
小
中
学
校
女
子
の
部
出
場
 

《
中
学
生
女
子
の
部
》
 

ダ
ブ
ル
ス
 

一
位
 

田
村
利
恵
一
I
 

i

 
町

和

政

勲

組

 

ニ
位
鰐
響
γ
 

シ
ン
グ
ル
ス
 

一
位
 

田
村
利
恵
 

二
位
 

岡
本
正
美
 

三
位
 
桑
野
成
美
 

《
小
学
生
女
子
の
部
》
 

ダ
ブ
ル
ス
 

一
位
 

丸
山
理
絵
》
1
 

i

穀
灘
履
 

シ
ン
グ
ル
ス
 

二
位
 

平
井
扶
由
子
 

話
し
合
う
家
族
で
 

事
故
の
な
い
世
界
 

で
も
障
害
年
金
や
、
母
子
年
金
 

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
 

る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
金
田
 

町
役
場
、
国
民
年
金
係
に
ぜ
ひ
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
、
 

後
日
、
追
納
で
き
ま
す
。
 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
 

人
は
、
納
め
た
人
に
く
ら
 

べ
老
令
年
金
額
が
低
く
な
 

り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
免
除
を
受
け
た
 

期
間
分
の
保
険
料
は
、
今
 

後
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
 

と
き
に
、
過
去
十
什
以
内
 

で
あ
れ
ば
免
除
さ
れ
た
当
 

時
の
保
険
料
額
で
納
め
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

毎
 
月
 
1
 
日
 
は
 

田

川

地

区

住

民

 

防
 

災
 

の
 

日
 

隣
に
声
か
け
 

守
 や

管
理
人
に
必
ら
ず
ク
ひ
と
 

声
r

か
け
て
留
守
中
の
用
心
 

を
お
願
い
す
る
。
 

④
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら
 

一
ひ
と
声
4

か
け
て
用
件
を
 

確
め
、
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
 

一
一
〇
番
す
る
。
 

国
民
健
康
保
険
被
保
 

険
者
証
の
切
替
え
を
 

ま
だ
出
し
て
な
い
方
 

は
 

4
月
1

日
よ
り
 

有
効
期
限
が
き
れ
て
 

使
用
出
来
ま
せ
ん
 

の
で
役
場
保
健
係
に
 

て
早
く
切
替
え
を
し
 

て
下
さ
い
。
 

●
‘
?
‘
ー
 

あ

り

が

 と

う

 

こ

ざ

い

ま

し

た

 

中
 
村
 
保
 
子
 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
 

た
の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

田
 
o
今
あ
な
た
は
交
通
ル
ー
ル
を
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士
知
ち
せ
 

一 

蒲
濃
誌
 

ー
 

三

種

混

合

の

予

防

接

種

 

2

才

か

ら

4

才

ま

で

 

三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
行
 

な
い
ま
す
。
該
当
者
は
も
れ
の
 

な
い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。
 

◇
対
 
象
 
者
 

報
 

生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
ま
で
 

の
幼
児
 

◇
と
き
・
と
こ
ろ
 

町
 

53 

年
5
月
 11
 

日
（
木
）
 

5
月
 12
 

日
（
金
）
 

午
後
1
時
 30 

分
2
3
時
迄
 

◇
料
金
無
料
 

田
 
◇
持
っ
て
来
る
も
の
 

金
 

号
 

《b 第
 

母
子
手
帳
と
印
か
ん
 

当
日
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
事
 

故
を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
の
同
 

伴
の
な
い
幼
児
は
接
種
で
き
ま
 

せ
ん
の
で
で
了
承
下
さ
い
。
 

愛
 
の
 
献
 
血
 
に
 

こ
 

協
 

力
 

を
 

、
く
，
、
‘
．
、
‘
！
●
？
●
、
●
，
、
●
●
、
、
‘
■
・
，
、
、
‘
，
、
に
．
●
，
に
．
 

私
達
の
生
命
も
今
日
で
は
、
 

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
 

ろ
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
い
つ
輸
血
を
必
要
と
す
る
 

よ
う
な
事
態
が
お
き
な
い
と
も
 

限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
 

尊
い
生
命
を
救
う
の
が
献
血
で
 

す。 

こ
の
血
液
は
愛
の
献
血
に
 

よ
っ
て
．
準
備
す
る
こ
と
が
出
 

来
る
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
大
切
な
血
液
の
 

代
替
え
は
な
い
の
で
す
。
金
銭
 

で
は
買
え
な
い
血
の
一
滴
を
皆
 

様
の
愛
の
献
血
に
よ
り
確
保
し
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

0
と
 
き
 
52
 

年
5
月
 10 

日
 

午
前
 10 

時
ー
 15
 

時
ま
で
 

O
と
こ
ろ
 
金
田
町
役
場
前
 

田
献
血
手
帳
を
御
持
参
下
さ
い
 

16 

才
以
上
ー
 65 

才
迄
の
健
康
 

な
人
。
 

児
 
童
 
手
 
当
 
の
 

現
 
況
 
に

つ

い

て

 

・

・

，

・

．

●

，

●

「

「

、

・

．

！

、

・

「

，

・

．

（

●

・

一

・

，

●

，

●

，

・

．

・

●

、

・

●

、

・

●

・

 

毎
年
一
回
児
童
手
当
の
受
給
 

者
は
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
手
続
き
を
六
月
七
日
の
 

支
給
日
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
 

印
か
ん
持
参
の
う
え
‘
福
祉
係
 

に
寄
っ
て
手
続
き
を
す
ま
せ
て
 

か
ら
、
会
計
で
児
童
手
当
を
受
 

給
し
て
下
さ
い
。
 

J
「
、
、
に
．
・
？
『
「
．
ぐ
！
、
く
．
、
こ
I
J
，
、
！
、
ぐ
？
？
、
、
？
●
・
？
』
 

今
月
は
国
民
年
金
受
 

給
権
者
現
況
届
の
提
 

出
月
で
す
 

（
◆
障
害
年
金
 

」 

◆
母
子
（
準
母
子
）
年
金
 

一 

◆
遺
児
年
金
 

一 

「
◆
寡
婦
年
金
 

、 

拠
出
制
国
民
年
金
の
支
払
は
 

三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
 

の
四
回
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
今
後
も
引
き
続
き
年
金
の
 

支
払
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
 

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
 

理
由
に
よ
っ
て
就
学
困
難
な
家
 

昭
和
 53 

年
5
月
 28 

日
（
日
）
 

庭
に
対
し
て
給
食
費
及
び
学
用
 

9
時
か
ら
 17 

時
ま
で
 

品
等
扶
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
 
e

場
 
所
 

す
の
で
、
新
学
期
時
に
お
け
る
 

田
川
市
東
区
松
原
一
区
 

教
員
の
家
庭
訪
問
の
際
、
あ
る
 

田
川
医
師
会
準
看
護
学
校
 

い
は
学
校
へ
直
接
で
も
結
構
で
 
田
受
講
手
続
 

す
か
ら
ご
相
談
す
る
よ
う
お
知
 

o
田
川
地
区
消
防
本
部
 

ら
せ
致
し
ま
す
。
尚
、
準
要
保
 

o
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

護
認
定
に
つ
い
て
は
色
々
と
条
 
O
受
講
料
 

件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
 

o
田
川
地
区
防
災
協
会
員
 

ま
た
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
気
 

千
 

円
 

軽
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
 

o
田
川
地
区
防
災
非
会
員
 

ま
せ
ん
。
 

暮
春
の
侯
、
町
民
皆
様
方
に
 

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
 

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
 

住
所
や
、
生
存
関
係
な
ど
を
確
 
の
事
と
存
じ
ま
す
。
 

認
し
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
支
払
 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
町
民
 

い
を
確
実
に
行
う
た
め
の
も
の
 
体
育
k
会
も
回
を
重
ね
る
こ
と
 

で
す
か
ら
、
こ
の
届
を
忘
れ
ま
 
す
で
に
第
五
回
目
を
迎
え
る
こ
 

す
と
九
月
期
分
以
降
の
年
金
支
 
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
こ
れ
も
ひ
 

払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
 

と
え
に
皆
様
方
の
社
会
体
育
に
 

障
害
年
金
、
母
子
（
準
母
子
 
対
す
る
C
理
解
の
た
ま
も
の
と
 

）
年
金
、
遺
児
弁
金
、
寡
婦
年
 
存
じ
ま
す
。
 

金
の
受
給
権
者
は
、
今
月
（
五
 

さ
て
、
来
る
五
月
二
十
一
日
 

月
）
が
現
況
届
の
提
出
月
で
 

（
日
）
次
の
通
り
町
民
体
育
大
 

難
灘
繊
護
」
難
羅
麟
 

‘
，
・
「
，
％
二
「
一
二
‘
'
J
，
、
、
」
「
「
、
、
ご
「
「
1
・
．
ぐ
．
、
に
．
・
（
 

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

・
●
「
、
●
二
、
二
ご
「
「
二
・
；
●
二
」
！
、
二
に
．
●
、
一
●
二
二
．
●
一
・
．
ご
■
、
 

義
務
教
育
に
お
け
る
就
学
援
 

助
に
つ
い
て
従
来
よ
り
学
校
を
 

通
じ
て
相
談
に
応
じ
て
ま
い
り
 

ま
し
た
A
 

本
年
度
も
経
済
的
 

，
二
！
、
・
．
ご
「
．
ニ
「
J
，
、
・
，
，
一
J
l
％
●
，
、
・
，
‘
（
「
、
・
，
、
、
 

第
五
回
金
田
町
町
民
体
 

育
大
会
開
催
に
つ
い
て
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

⑥
日
時
 
昭
和
 53
 

年
5

月
 21
 

日
 

雨
天
の
場
合
は
5
月
 28 

日
 

午
前
8
時
即
分
開
会
 

⑥
場
所
 
金
田
小
学
校
運
動
場
 

危

険

物

取

扱

者

 

試

験

準

備

講

習

会

 

O
講
習
日
時
 

千
五
百
円
 

但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
含
ま
 

な
い
。
 

日
受
験
・
受
講
手
続
 

受
験
願
書
、
受
講
申
込
書
の
 

受
付
は
5
月
9

日
ま
で
 

く
わ
し
い
こ
と
は
田
川
消
防
 

本
部
又
は
金
田
分
署
へ
お
た
 

ず
ね
下
さ
い
。
 

田
川
本
部
 
④
0
6
5
0
番
 

た
男
子
 

日
受
験
申
し
込
み
の
受
付
期
間
 

4
月
 20 

日
（
木
）
か
ら
5
月
 

19 

日
（
金
）
ま
で
 

の
採
用
・
給
与
 

採
用
時
期
 

昭
和
 53 

年
9
月
 

給
与
（
初
任
給
）
 

高
卒
そ
の
他
 

九
一
、
三
〇
〇
円
 

短
大
卒
 
九
八
、
〇
O
〇
円
 

大
学
卒
 

一
〇
五
、
六
〇
〇
円
 

O
問
い
合
せ
先
 

田
川
警
察
署
警
務
係
 

電
話
（
0
9
4
7
4

) 

②
2
1
2
0
番
 

1
％

●

●

●

？

，

、

、

，

、

、

‘

．

、

‘

‘

、

‘

．

●

．

●

，

●

？

●

、

、

一

、

、

！

、

、

一

 

昭
和
 53 
年
度
（
前
期
）
 

技
能
検
定
受
験
案
内
 

J
，
●
．
・
？
●
・
．
ご
J
J
●
・
J
●
．
●
．
！
●
●
．
二
！
、
二
，
、
・
？
、
％
こ
，
・
一
【
、
 

金
田
分
署
 
②
0
3
0
7
番
 

技
能
検
定
は
労
働
大
臣
が
職
 

・
●
●
●
？
●
●
．
に
！
、
●
，
、
、
！
●
．
、
‘
．
・
「
に
．
●
？
，
・
「
，
●
．
●
，
●
■
●
，
・
 

福

岡

県

警

察

官

 

採

用

試

 験
 

・
・
．
●
●
、
●
●
●
■
、
！
、
●
？
、
、
ご
■
・
．
！
●
■
？
●
・
？
，
●
？
,
％
●
，
、
●
、
！
 

0
採
用
予
定
人
員
 約

一
一
一
〇
人
 

e
試
験
日
時
 

第
一
次
試
験
六
月
四
日
（
日
）
 

第
二
次
試
験
七
月
上
旬
 

田
試
験
地
 

福
岡
市
（
西
福
岡
高
校
）
 

北
九
州
市
（
小
倉
高
校
）
 

飯
塚
市
（
嘉
穂
高
校
）
 

久
留
米
巾
（
明
善
高
校
）
 

O
受
験
資
格
 

昭
和
 25
 

年
4
月
2

日
ー
昭
和
 

35 

年
4
月
 

，
で
に
生
れ
 

業
訓
練
法
に
基
づ
き
技
能
者
の
 

技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
で
 

検
定
し
、
合
格
者
は
優
秀
な
技
 

能
者
と
し
て
国
が
認
め
、
 

「技 

能
士
』
と
い
う
称
号
を
与
え
る
 

制
度
で
す
。
 

0
受
験
申
請
書
受
付
期
間
 

昭
和
 53 

年
5
月
1

日
か
ら
5
 

月
 12
 

日
ま
で
 

e
検
定
実
施
聴
種
 

施
工
、
化
学
分
析
、
広
告
美
 

術
仕
上
げ
、
木
型
製
作
、
．
フ
 

ロ
ツ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
 

塗
装
‘
造
園
、
板
金
、
婦
人
 

子
供
服
製
造
、
左
官
、
畳
製
 

作
、
木
工
 

田
受
験
資
格
 

2
級
技
能
検
定
実
務
経
験
 

5
年
以
上
 

1
級
技
能
検
定
実
務
経
験
 

14
 

年
以
上
 

⑧
受
験
資
格
は
学
歴
、
訓
練
 

歴
等
に
よ
っ
て
短
縮
さ
れ
ま
 

す。 

O
試
験
実
施
期
日
 

学
科
試
験
・
・
i
昭
和
 53 

年
9
 

月
 10 

日
・
 
17 

日
・
 
24 

日
 

実
技
試
験
…
：
昭
和
 53 

年
6
 

月
 29 

日
か
ら
9
月
 30
 

日
ま
で
 

の
間
の
指
定
す
る
日
 

日
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
詳
し
 

い
こ
と
は
福
岡
県
技
能
検
定
 

協
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

福
岡
巾
博
多
区
中
洲
五
丁
目
 

一
の
二
一
一
 

松
月
堂
ビ
ル
3
F
 

電
話
へ
0
9
2

) 

2
9
1
0
6
4
7
番
 

一

、

・

，

、

・

●

，

・

？

，

、

二

，

・

？

.

！

、

、

I

、

？

?

，

・

，

、

？

？

●

・

？

●

、

．

 

コニ 

愛
 
園』 

入

所

 

希
望
に
つ
い
て
 

、
一
、
、
に
．
、
《
，
、
‘
」
？
，
、
、
！
、
、
！
、
、
‘
，
、
‘
！
、
！
●
、
●
、
‘
 

鋳
造
、
機
械
加
工
、
金
属
プ
 

こ
の
た
び
嘉
穂
郡
嘉
穂
町
に
 

レ
ス
加
工
、
鉄
工
．
仕
上
げ
 
身
体
障
害
者
療
養
施
設
「
三
愛
 

工
具
研
削
、
電
気
機
器
組
立
 
園
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
身
 

て
、
と
び
、
築
炉
、
床
仕
上
 
体
障
害
者
手
帳
の
三
級
以
上
の
 

げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
木
 
方
は
、
入
所
で
き
ま
す
の
で
、
 

工
機
械
調
整
、
印
刷
、
プ
ラ
 
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
 

ス
チ
ッ
ク
成
形
、
ス
レ
ー
ト
 
福
祉
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 


